
令和8 年　2月　5日

令和７年度　　　学校関係者評価及び改善策

（　中間 ・ 最終　） 　　　　　明徳中学校区　校番　20　　学校名　　呉市立明徳中学校　　　　　　　

評価項目 ※評価 理由・意見

適切に設定されている。

目標，指標の設定の
適切さ A 学校や生徒の実態に応じて適切に設定されている。

目標達成のための方策
の適切さ A 引き続き自己肯定感が高まるよう取り組んでほしい。

その他

・文化発表会での合唱は素晴らしかった。総合文化行事における合唱の取
組など，生徒が達成感を感じることのできるものである。多様な場面を通し
て，生徒を「ほめる」ことを大切にしながら指導して欲しい。
・進路選択の多様化や部活動の地域展開等について理解した。

※　評価は，Ａ（とても適切），Ｂ（概ね適切），Ｃ（あまり適切でない），Ｄ（まったく適切でない），Ｎ（分からない）

学校関係者評価を受け
ての今後の改善策

　今回の評価を受けて，多くの委員よりいただいた学校行事や授業での取
組，部活動の現状，進路実現に向けた取組の状況等についての強い思い
をしっかりと受け止め，成果のあった取組については，継続して取組を進め
る。また，さらなる向上に向けて改善すべき点については，今後の改善策で
示した内容をもとに取組を進める。

自己評価の結果の分析
の適切さ A 適切に分析されている。

今後の改善策（案）の
適切さ A

様式４


